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概  況 

 

◆米 CBS ニュースが 7 月 31 日、米国はイランの発電所や製油所を標的にした過去最も激しい規模の

一つとなる攻撃を検討中と報道したが、同計画はサウジアラビア等からの要請を受け、8 月 1 日、トランプ

大統領は同作戦計画を中止する考えを SNS への投稿で明らかにした。 

 

◆その間、WTI 先物は中東情勢を巡る報道に左右され 7 月 23 日終値は 92.18 ドルを記録した。7

月最終週は 80 ドル代半ばで推移した後、8 月初旬停戦実現の公算が再度高まり、70 ドル台半ばに下

落した。 

 

◆しかしながら、その後、WTI 先物は 8 月 12 日までに 5 日続伸、83.27 ドルに上昇した後、13 日 

6 営業日ぶりに反落し、81.25 ドルで取引を終えた。中東の混迷によるエネルギー輸送の停滞が長引くと

の見方が原油相場を支える展開になる一方、石油需要が減退するとの観測で原油先物は売られる展開

となった。この間、IEA(国際エネルギー機関)は12日に発表した月次石油市場報告（8月号）で2026

年の世界の石油需要見通しを下方修正し、OPEC は同日公表した月報（8 月号）で、同様に同年の

石油需要の増加予想を引き下げた。 

 

◆イエメン・フーシ派は、8 月 13 日サウジアラムコの製油所をドローンで攻撃した他、ホルムズ海峡に関し

てはイランと米国の双方が管理下に置いていると主張しており、同海峡航行の正常化には依然不透明感

が存在することを主因に、原油相場の下値には底堅い展開が予想される。  

 

◆さらに、8 月 21 日の WTI 原油先物相場は続伸、期近の 10 月物は 1 バレル 87.06 ドルで取引を

終えた。トランプ大統領は 19 日に自身の SNS でイランに対する新たな経済制裁を近く発表すると表明、

「前例のない規模の経済戦争になる」と予告しており、市場では、米国とイランの対立によるエネルギー輸

送の停滞が長引く可能性が取り沙汰された。 
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